
シポレックス補修標準仕様書
1.総　則

2.材　料

3.調　合

5.保管上の注意

4.補修要領

1.1 適用範囲
本仕様書は、シポレックスを現場で座掘り加工・
欠損した場合の補修について適用します。

1.2 補修可能な範囲
シポレックスを補修できる範囲は、原則として以下
の通りとします。

1.3 用 語
補　 修　材：シポレックスを補修するために工場

で調整した材料。
製品名：シポパウダー

補修モルタル：補修材を水練りしペースト状とした
もの、または、ペーストが硬化した状
態のもの。

2.1 シポパウダー
シポパウダーは、パーライト、シポレックス粉、白セメ
ント、各種混和材、顔料を主成分としています。
1袋は10kgで、練り上がり量は12　です。

2.2 水
補修モルタルに使用する水は、水道水（清水）とし
ます。

3.1 水 比
シポパウダーと水は、容積比で3：1を標準としてく
ださい。

3.2 混 練
容器に水を用意し、空練りしたシポパウダーを加
え、ハンドミキサーまたは手練りで良く撹拌します。
小出しで使用する場合は袋中の粉体をよく混ぜ
てから取り出してください。

3.3 使用可能時間
練り混ぜ後、30分とします。

4.1 下地処理
補修箇所は、ブラシなどできれいに粉を除去し、下
地処理としてシポレックスシーラーを塗布します。
（よく振ってから、補修箇所1m2につき450m を2
回に分けて）
下地処理を行わないと、補修材がドライアウトして
亀裂が入るおそれがあります。

シポパウダーにはセメントが入っていますので、湿
気の多い場所や水漏れの危険のある場所を避け
て保管してください。
なお、開封後は早めに使い切ってください。

6.シポレックスシーラーの仕様

6.1 用途
シポレックスパネルのシポパウダー(補修部）によ
る補修における下地処理用

6.2 内容物
エチレン酢酸ビニル系エマルジョン＋水
内容量：450m

6.3 容器

※噴射量の目安:
直径10cm程度の補修箇所に対して計6回
噴射(約5m  )を目安とする。
▲狭い噴射で約15cmの距離から3回噴射し、
乾燥させてから再度3回噴射します(計6回)。

4.2 補修材の塗りつけ
補修モルタルの塗りつけは、下地処理が十分乾
燥してからとし、補修箇所の表面から5mm程度盛
り上げます。比較的大きめの補修箇所の場合は
2回塗りとします。

4.3 けずりとり
表面から盛り上っている部分は、半硬化後鋸刃な
どでけずりとり、パネル表面形状に合わせます。

4.4 施工上の注意
パネルが隣接する部分を補修する場合は、隣接
パネルと接着しないように、コテなどを用いて、縁を
切って施工してください。
伸縮目地部を補修する場合は、所定の隙間を確
保するために、定規板などを用いて、補修してくだ
さい。
硬化が始まった補修粉に水を加えての練り返しは
硬化不良のもととなりますので、その際は新規に
補修粉を練って対応してください。
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表8.4.2 外壁パネル構法の種別
種別 外壁パネル構法

A 種

縦壁ロッキング構法は、次による。
(1)パネルは、各段ごとに、構造体に固定した下

地鋼材に取り付ける。
(2) 取付け金物は、パネルの上下端部に、ロッキ

ングできるように取り付ける。

B 種
横壁アンカー構法は、次による。
パネルの左右端は、アンカー及び取付け金物で
接合する。

表8.4.3 間仕切壁パネル構法の種別
種別 間仕切壁パネル構法
C 種 (縦壁ロッキング構法)表8.4.2 のA種による。
D 種 (横壁アンカー構法)表8.4.2 のB種による。

E 種

縦壁フットプレート構法は、次による。
(1)パネル上端の梁、スラブ等の下面への取り付

けは、次のいずれかによる。
(ア)パネル厚さに応じた間仕切チャンネルを通

しに取り付ける。
(イ)一方は通しの間仕切L型金物を、他方は

山形鋼のピースで取り付ける。
(ウ)通しの山形鋼と取付け金物で取り付ける

(2)パネル下端は、取付け金物で取り付ける。

表8.4.4 屋根及び床パネル構法の種別
種別 屋根及び床パネル構法
F 種 敷設筋構法は、次による。

(1)パネルは、表裏を正しく置き、有効な掛り代を
確保して、長辺は突き合わせ、短辺小口相互
の接合部には20mm程度の目地を設け、支
持梁上になじみよく敷き並べる。

(2)取付け金物は、溶接等により受材に固定し、
目地用鉄筋を取付け金物の孔に通し、パネ
ルの長辺溝部に金物から500mm以上挿入
する。

(3)目地用モルタルを、パネルの長辺溝部及び
短辺に設けた目地部分に充填する。
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8.4.3 外壁パネル構法
（1）外壁パネル構法は表8.4.2により、種別は特記に

よる。

8.4.4 間仕切壁パネル構法
（1）間仕切パネル構法は表8.4.3により、種別は特

記による。

8.4.5 屋根及び床パネル構法
（1）屋根及び床パネル構法は表8.4.4による。
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表9.7.1　被着体の組合せとシーリング材の種類

被着体の組合せ
シーリング材の種類

記号 主成分による区分

金属

金属
MS-2 変成シリコーン系

コンクリート
ガラス SR-1 シリコーン系
石、タイル MS-2 変成シリコーン系

ALC （注）1 仕上げなし MS-2 変成シリコーン系
仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

押出成形セメント板 MS-2 変成シリコーン系

樹脂製建具

樹脂製建具
MS-2 変成シリコーン系

コンクリート
ガラス SR-1 シリコーン系
石、タイル MS-2 変成シリコーン系

ALC （注）1 仕上げなし MS-2 変成シリコーン系
仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

押出成形セメント板 MS-2 変成シリコーン系
ガラス ガラス SR-1 シリコーン系

石 石
外壁乾式工法の目地 MS-2 変成シリコーン系
上記以外の目地 PS-2 ポリサルファイド系

コンクリート

プレキャストコンクリート MS-2 変成シリコーン系
打継ぎ目地
ひび割れ誘発
目地 （注）1

仕上げなし PS-2 ポリサルファイド系

仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

石、タイル PS-2 ポリサルファイド系

ALC （注）1 仕上げなし MS-2 変成シリコーン系
仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

押出成形
セメント板 （注）1

仕上げなし MS-2 変成シリコーン系
仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

ALC ALC （注）1 仕上げなし MS-2 変成シリコーン系
仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

押出成形
セメント板

押出成形
セメント板 （注）1

仕上げなし MS-2 変成シリコーン系
仕上げあり PU-2 ポリウレタン系

水回り
浴室・浴槽

SR-1 シリコーン系 （注）3キッチン・キャビネット回り
洗面・化粧台回り

タイル タイル（伸縮調整目地）
PS-2 ポリサルファイド系

アルミニウム製建具等の工場シール （注）4

(注) 1. 「仕上げあり」とは、シーリング材表面に仕上塗材、塗装等を行う場合を示す。

　 なお、仕上げを行わない場合は、特記による。

2. 被着体がALCパネルの場合に用いるシーリング材は、JIS A 1439（建築用シーリング材の試験方法）に基づく養生

後の引張接着性試験における50％引張応力が0.2N/mm2 以下の製品を使用する。

3. 防かびタイプの1成分形シリコーン系とする。

4. 現場施工のシーリング材と打継ぎが発生する場合の工場シーリング材を示す。

（令和 4 年版抜粋）
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